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去
る
６
月
24
日（
水
）午
後
３
時

よ
り
、名
張
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ア

ス
ピ
ア
Ⅰ
に
お
い
て
、平
成
27
年
第

２
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。議
事
に
先
立
ち
、川
口

会
頭
よ
り
、「
政
府
の
景
況
判
断
は

回
復
基
調
と
さ
れ
て
い
る
が
、津
財

務
局
発
表
の
県
内
景
気
判
断
Ｄ
Ｉ

指
数
は
マ
イ
ナ
ス
14・３
で
あ
り
、地

域
経
済
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。そ

の
様
な
中
、来
年“
伊
勢
志
摩
サ
ミ

ッ
ト
”の
開
催
が
決
定
さ
れ
、国
内

外
に
三
重
県
が
発
信
さ
れ
、地
域

経
済
が
活
性
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　

名
張
市
に
お
い
て
は
、独
自
課
税

の「
都
市
振
興
税
」の
導
入
を
目
指

し
て
い
る
が
、本
日
、市
議
会
独
自

課
税
調
査
特
別
委
員
会
と
当
所

役
員
が
懇
談
会
を
開
催
し
意
見
を

述
べ
た
。（
詳
細
は
Ｐ
５
に
掲
載
）

　

ま
た
、地
域
経
済
消
費
喚
起
を

目
的
に
、当
所
、名
張
市
並
び
に
商

店
会
連
合
会
の
３
者
で
実
行
委
員

会
を
組
織
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

を
決
定
し
、現
在「
取
扱
事
業
所
」

登
録
並
び
に
購
入
申
し
込
み
受
付

中
で
あ
る
こ
と
。

　

な
お
、本
年
度
の
名
張
川
納
涼

花
火
大
会
は
７
月
25
日（
土
）「
あ

な
た
の
隣
で
み
た
い
名
張
の
花
火
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
。ご
協
賛
頂

い
た
企
業
様
へ
は
感
謝
申
し
上
げ

る
。」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
、平
成
26

年
度
事
業
報
告
並
び
に
各
会
計
収

支
決
算
、定
款
の一
部
変
更
並
び
に

常
議
員
補
充
選
任
に
つ
い
て
の
10

議
案
を
提
案
し
、全
て
満
場
一致
を

も
っ
て
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

（
平
成
26
年
度
事
業
報
告
総
括
的

概
要
並
び
に
収
支
決
算
総
括
表
を

次
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

平
成
27
年
第
２
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催

平
成
26
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
等
を
承
認
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Ⅰ． 総括的概要
　わが国経済は、政府が進めてきた経済政策のもと、輸出関連産業や大企業を中心に業績の回復や拡大が見られるとともに、
雇用環境も改善しており、景気動向は着実に回復基調が続いています。
　一方、地方経済を取り巻く環境は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動減や実質所得の伸び悩みなどにより消費マ
インドの低迷が続いています。また、原材料価格の上昇や人手不足によるコスト負担の増大等により企業収益が圧迫されるな
ど厳しい経営環境にあります。
　特に、小規模事業者が多い当地域での昨年下半期の景況調査では、景況の悪化や今後の見通しも悪化という結果が増加し
ており、先行き不安かつ不透明な景況が続いています。
　このような経済状況下、当会議所は、関係機関等との連携のもとに中小企業、小規模事業者の経営基盤の強化、産業人材の
育成、新事業・新産業創出の支援など幅広い分野において産業や地域の振興を図るべく、次の５項目を基本方針に掲げ、総合的
な中小・小規模企業支援を行ってきました。
１．地域経済や産業の拡充強化につながる取組

　事業者への経営改善普及事業の一層の充実に努めた他、各種制度の整備・充実が図られる中、多種多様な経営相談にも
各機関との連携のもとに対応、また、経営革新認定支援機関として各種経営者向け補助金制度の周知に努めるとともに、そ
の活用・申請に向けた補助金等対策セミナーなどを開催しました。
　また、本年度は三重県版経営向上計画認定制度が創設され、経営計画推進に向けた取組がスタートしたことから、経営指
導員と地域インストラクターが共にその制度普及等に努めました。
　さらに、当所からの要望のもとに名張市から国に申請していました「創業支援事業計画」が認定されるなど、創業者支援策
の充実に取り組みました。
　一方、政策特別委員会（地域・産業活性化小委員会）では、平成２７年度に予定している「第２回産業フェア」の開催に向け、
アンケート調査の実施や各部会を開催し意見の聴取を行うなど、地域産業や雇用等の拡充を図ることができるフェアとなるよ
う、計画内容の検討を進めました。

２．地域資源の創出・活用と多様な連携を充実する取組
　地域にある多様な資源の活用や創出による地域ブランド化、産業化や観光振興を進める特別委員会（資源活用小委員会）
では、名張産ぶどうの活用をテーマに「ワイン造りプロジェクト」を推進する取組を始動し、近隣地域への視察研修等を通じて
の勉強会、構造改革特区の認定に向けて名張市への要望書提出などを通した連携強化に取り組みました。
　また「伊賀名張の酒・名酒で乾杯を推進する条例」のもと、地産地消、地場産業の振興につなげる活動を促進し、市内外での
消費増、知名度向上等に寄与しました。
　なお、３年間にわたり取り組んできましたバイオマス事業については、マテリアル事業、エネルギー事業ともに具体的な事業
化への進展は図れませんでしたが、事業化への検討と課題の整理、今後の事業可能性に向けた県・市への提言等の整理を行
い、新しい産業創出への可能性を探る出発点となりました。

３．地域を元気にし、まちの賑わいを創出する取組
　旧町を中心とする市街地の活性化に向けて、政策特別委員会（まちなか活力創出小委員会）では、「賑わいのある住まいの
まち」をイメージにその具体化への方向性を検討してきました。
　あわせて、まちの賑わいを創出するための若年層の定着、地域への移住などを促進する「なばコン（名張で街コン）」を開催
し、市内外から１４０名の申込があり、抽選で選ばれた男女各２０名が、まちなか食べ歩き体験、まちなかクイズ等の交流を行う
など、縁結び、人口増につなげる事業を行いました。次年度以降も継続実施が期待される事業となりました。
　また、関係地区・機関・団体等との連携のもと、名張桜まつりや名張川納涼花火大会、隠街道市、八日蛭子まつりなど街と自
然、歴史・文化をつなぐ四季のイベントを開催し、市民をはじめ広く市内外からの集客拡大につなげているところですが、その
充実とともに、さらなる街のイメージを高める地域振興、観光振興への取組が必要とされています。



⑶ 第 574 号　会議所ニュース

●平成26年度収支決算書総括表 平成26年4月1日～平成27年3月31日（単位：円）

　 会 計 別 　

一 般 会 計

繰越金
Ａ

実質収入
Ｂ

実質支出
Ｃ

収支残高
Ａ＋Ｂ－Ｃ

繰入金
△繰出金

差引収支
残　　高

中小企業相談所特別会計

特定退職金共済特別会計

共済・労働保険特別会計

産業振興センター運営特別会計

　 小 計 　

　 小 計 　
　 合 計 　

退 職 資 金 特 別 会 計

財政調整資金特別会計

6,488,421

952,147

56,517

908,825

3,838,059

12,243,969

57,013,645

113,711,612

170,725,257
182,969,226

37,093,221

40,615,772

94,050,546

14,114,872

37,412,315

223,286,726

7,043

12,339

19,382
223,306,108

17,768,970

53,561,981

93,863,979

17,420,284

46,218,744

228,833,958

0

0

0
228,833,958

25,812,672

△11,994,062

243,084

△2,396,587

△4,968,370

6,696,737

57,020,688

113,723,951

170,744,639
177,441,376

△22,100,000

14,300,000
△ 1,500,000

3,300,000

9,000,000
△ 1,500,000
1,500,000
3,000,000

0
1,500,000

△ 6,000,000
△ 1,500,000

0

3,712,672

805,938

243,084

903,413

2,531,630

8,196,737

60,020,688

109,223,951

169,244,639
177,441,376

４．会議所活動と会議所基盤の強化
　昨年度に引き続き日本銀行大阪支店副支店長を招いて「経済講演会」を開催し、関西経済圏との関係が深い当地域の企業
をはじめ市民の皆さんも多数来場いただきました。
　講演では、景気動向を中心とした内容に加え、６次産業化などの取組や交流人口の増加を狙った観光戦略の推進を提案さ
れるなど有意義な講演内容となり、会議所活動をPRする絶好の機会となりました。
　また、会員増強や会議所基盤の強化のための共済キャンペーンや共済還元事業の実施など共済制度の普及に努めました。

５．名張産業振興センターの機能、運営の充実
　昨年度から始めたアスピア屋上における花火大会特別観覧事業（会館運営管理委員会主管）は、本年度、観覧席を増席す
るなど会員サービスのさらなる充実に努め、非常に好評を得ました。
　また、３年ごとに開催しているアスピアディナーショーは、第１２回目を数え、今回は「ビートルズ・ナイト」のテーマのもと、会員
を中心に１８０名の来場を得て、その演奏を堪能していただきました。
　施設・設備の管理面では、空調改修工事、下水道接続工事等をはじめ、細部にわたって引き続きメンテナンスを計画的に実
施したほか、名張市に要請していました名張産業振興センター前へのコミュニティーバス・ナッキー号の停留所が５月１日に新
設されるなど、会館利用者への利便性がより向上するとともに、「まちの駅アスピア」としての機能が充実したものとなるなど、
一層ご利用いただきやすい環境となりました。
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６
月
24
日（
水
）、

名
張
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー「
ア
ス
ピ
ア
」

に
お
い
て
平
成
27

年
度　

優
良
従
業

員
表
彰
式
を
開
催

し
、会
員
事
業
所
よ

り
ご
推
薦
い
た
だ

き
ま
し
た
80
名
の

方
々
が
優
良
従
業

員
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、亀
井
名

張
市
長
を
は
じ
め

多
数
の
来
賓
の
ご

臨
席
と
当
所
役
員・

議
員
、事
業
主
の
出

席
の
も
と
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、名
張
市
内

の
事
業
所
に
お
い
て
永
年
勤
続

（
５・
10
・
15
・
30
年
以
上
）さ
れ

た
従
業
員
の
方
々
に
川
口
会
頭

よ
り
表
彰
状・記
念
品
が
手
渡

さ
れ
、勤
続
20
年
以
上
の
方
々

に
は
亀
井
名
張
市
長
よ
り
感
謝

状・記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。受
彰
者
は

次
の
皆
様
で

す
。

被
表
彰
者
名〔
事
業
所
名
〕

■
勤
続
５
年
以
上（
12
名
）

飯
田
ま
さ
子〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

木
綱
　
栄
子〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

山
内
　
恵
子〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

橋
本
　
佳
幸〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

川
又
　
麻
依〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

無
藤
多
恵
子〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

辻
本
小
百
合〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

植
山
　
昌
子〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

坂
本
伊
久
子〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

福
森
　
和
代〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

菅
尾
美
穂
子〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

細
川
　
　
清〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

■
勤
続
10
年
以
上（
15
名
）

福
田
　
修
治〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

今
井
　
嘉
子〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

森
永
　
直
子〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

藤
川
　
佳
代〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

山
根
　
　
篤〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

中
本
　
　
聡〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

田
中
　
充
恵〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

今
西
　
由
佳〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

森
嶋
　
美
香〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

後
藤
　
慶
太〔
セ
ン
シ
ン（
株
）〕

森
　
利
喜
夫〔
セ
ン
シ
ン（
株
）〕

青
木
多
佳
子〔
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区
放

　
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
〕

山
岡
　
義
和〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

若
林
亜
由
美〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

中
森
　
重
宝〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

■
勤
続
15
年
以
上（
12
名
）

玉
田
　
英
樹〔（
株
）ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
プ
〕

堀
井
　
利
彦〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

森
長
　
義
博〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

中
根
　
友
理〔
セ
ン
シ
ン（
株
）〕

石
田
　
英
樹〔
セ
ン
シ
ン（
株
）〕

松
生
　
真
理〔
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区
放

　
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
〕

松
山
　
竜
也〔（
株
）丸
栄
建
設
〕

坂
本
　
正
輝〔（
株
）マ
ル
ト
重
建
〕

大
塚
　
聡
夫〔（
株
）安
永
　
名
張
工
場
〕

藤
原
　
憲
一〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

羽
後
　
香
織〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

野
中
　
泉〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

■
勤
続
20
年
以
上（
22
名
）

大
西
　
隆
稔〔（
株
）ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
プ
〕

小
林
　
一
江〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

濱
井
由
紀
子〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

山
口
　
雅
司〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

中
坊
　
　
督〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

藤
原
　
康
弘〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

西
沢
　
俊
隆〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

松
岡
　
　
仁〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

極
並
　
宏
一〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

竹
島
　
貴
之〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

高
島
　
一
弘〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

金
山
　
健
二〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

河
合
　
　
誠〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

木
田
　
　
孝〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

池
井
戸
　
健〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

木
村
　
卓
夫〔（
株
）マ
ル
ト
重
建
〕

山
口
　
裕
司〔（
株
）安
永
　
名
張
工
場
〕

大
野
　
　
毅〔（
株
）安
永
　
名
張
工
場
〕

小
路
口
宏
司〔（
株
）安
永
　
名
張
工
場
〕

山
田
　
和
幸〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

大
塚
　
賢
治〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

中
川
奈
美
枝〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

■
勤
続
30
年
以
上（
19
名
）

西
口
　
喜
己〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

大
地
　
正
浩〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

藤
江
　
　
敏〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

森
本
　
高
地〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

沢
野
　
新
吾〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

寺
嶋
　
俊
二〔
オ
キ
ツ
モ（
株
）〕

田
中
　
敏
彦〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

川
合
　
正
文〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

三
浦
　
一
之〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

天
野
　
克
明〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

八
村
　
正
司〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

坂
本
　
典
子〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

菅
間
美
千
代〔
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ス
ポ
ッ
ト
岩
本
〕

鎌
込
　
悦
子〔
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ス
ポ
ッ
ト
岩
本
〕

丸
岡
　
正
美〔
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ス
ポ
ッ
ト
岩
本
〕

藤
井
　
政
久〔（
株
）丸
栄
建
設
〕

岡
田
　
正
裕〔（
株
）丸
栄
建
設
〕

長
山
　
哲
明〔（
株
）丸
栄
建
設
〕

枝
元
　
栄
子〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

●
平
成
27
年
度 

優
良
従
業
員
被
表
彰
者
名
簿
　
　
　（
敬
称
略
、順
不
同
）

　

受
彰
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
健
康
に
十
分
留
意
さ

れ
、ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平成27年度
優良従業員表彰式を開催



自分史、冊子、ポスター、チラシ、
名刺、ハガキ等の印刷も承ります！

⑸ 第 574 号　会議所ニュース

当所役員と三重県議会議員との懇談会を開催
　６月９日（火）に開催した当所役員会の席に、４期目の当選を果たされました中森、北川両県
議をお招きして懇談会を開催致しました。
　懇談に先立ち両県議より今期の抱負を述べて頂きました。先ず、中森県議より「無投票当
選ということに対して責任の重大さを感じている。３期間の経験を４期目に繋げて実を結んで
いくことが大事であると思っている。北川県議とは会派は違うが、地域のことに対しては意思
を統一して連携を図っていきたい。今回、副議長という重責を担ったが、名張市では３０数年ぶ
りであり、名張市から県政に対する思いをしっかり発信していかなければいけないと思ってい
る。今、国では地方創生を打ち出しているが、少子高齢化対策だけでは地方創生にはならな
い。地域の利点、特性を活かした地方創生を見つけ出す時期であると思っている。他県と競争
して勝ち抜くために、市町と連携してしっかりとした旗振りをしていくのが県の役割だと思って
いる。今回、三重県でのサミット開催が決定したが、三重県全体に効果が及ぶようにするとい
うことも県議会で議論している。皆様の力をお借りしながら政治と経済が上手くかみ合うよう
な施策が必要であると思っている。」と述べられました。次に北川県議は「来年の伊勢志摩サミ
ットは大きな効果が期待できるが、一方、一過性のものでもあるので、何も残らなかったとなら
ないよう後にも続けて波及効果があるような仕組みづくりをしなければならないと考えてい
る。特に伊賀地域は伊勢志摩の流れから少し外れているので、是非伊賀地域にも効果がある
ような形にしたい。地方創生については国を挙げて対策が考えられているが、人口の自然増
減は子育て支援策を充実して行くことが大事だと思う。社会増減については、県内高校生の
県外への流出食い止め策を考えなければいけない。また、社会増を増やすためにはいろんな
施策があるが、一つの窓口として移住相談センターを本年４月から東京で開設している。伊賀・
名張については関西との連携が大きいので、スポット的な移住相談会を関西で繰り返し行い
たいと考えており、６月１４日に実施する。なお、三重県関西事務所の実績が上がっていないの
でこちらの方もテコ入れをしたいとも考えている。また、国道３６８線の整備も引き続き進めて
行きたい。最後に県立高校の整備により来年名張青峰高校が開校するが、立派な学校に出来
るよう力添えをお願いしたい。」と挨拶をされました。
　引続き懇談に入り、当所側からは、・伊勢神宮式年遷宮では伊賀に恩恵がなかった。サミット
では恩恵が得られるよう伊賀を広く知らしめてほしい。・東大和西三重など県をまたいで政治
の場で観光を議論してほしい。・伊賀は訪日外国人へのアピールがなおざりにされている。・名
張へ東海レベルのスポーツ大会を誘致して欲しい。・三重県関西事務所をアンテナショップ的
な拠点にして欲しい。・活性化の動きが他を真似する向きがある。もっと独自性を出した取組み
をして欲しい。・市の独自課税案が出ているが、県が疲弊した市町を救う道はないのか。・地方
交付金の額が伊賀市と比較すると不公平である等の意見が出され有意義な懇談が行われま
した。最後に川口会頭より懇談の内容をまとめた発言をされて懇談会を終了致しました。

　去る６月２４日（水）、名張市議会独自課税調査特別委員会（森脇和徳委員長）との懇談会
として、臨時役員会を開催しました。
　冒頭の川口会頭の挨拶では「固定資産税の標準税率 1.4％を 0.3％引き上げ、1.7％にする
ことについて、公平・効率・簡素の租税三原則のうち効率に問題があり、また経済活動の流動
化が阻害され、市民生活に対しても大きな影響が出る。市や市議会は大胆なスリム化が必要で、
まずは自ら身を削ることが求められる」と述べました。
　また、当所常議員から「人口を増やす政策を掲げる一方で、課税強化は人口の流出につな
がり、政策面で矛盾しているのではないか」、「民間企業では給与カットではなく人員削減により
難局を乗り越えている」、「増税に対して市民の理解は得られるのか」など活発な意見が出ました。
　最後に森脇和徳委員長から「本日の意見は名張市内の商工業者を代表する意見として集約
し、政策に反映していきたい。９月に行政から市議会へ具体的な提案があると思うが、引き続
きご意見を賜っていきたい」と述べました。

●経営向上計画セミナー（5日間講座）
　中小企業・小規模企業のこれからの成長を支援！
資金繰りについて基礎から学び、経営課題の解決に
向けて具体的に取り組む計画の作成・実行をバック
アップします。三重県版経営向上計画認定申請にも
役立つ本講座。「売上を伸ばして従業員の給料を上げ
たい」「赤字続きの経営から脱却したい」「新事業を
展開したい」「業績を上げて人材を雇用したい」など、
名張市地域の企業の皆様を元気にする経営向上計画
を応援します！ぜひこの機会にご受講ください。名
張市内の事業者の方が対象です。

【時間】14:00 〜 17:00
【場所】名張産業振興センターアスピア
【日程】

・１回目　7/8（水）
　経営革新の必要性と進め方・現在の事業構造分析
・２回目　7/15（水）
　経営環境分析・新事業分野の見つけ方
・３回目　7/22（水）
　組織の作り方と人材育成
・４回目　7/29（水）
　数値計画の策定・ビジネスプラン作成のポイント

（留意点の説明）
・５回目　8/5（水）
　ビジネスプラン作成・プランのブラッシュアップ・
プレゼンの心構え

【講師】(株) 三重銀総研　取締役　伊藤公昭氏
主催・申込先　名張市雇用創造協議会（名張市役所

産業部内）担当：佐脇・杉岡
TEL 63-2143      FAX 64-8100

構成団体　名張市、名張商工会議所、伊賀南部農業
協同組合、公益社団法人名張市人材センター、社
会福祉法人名張市社会福祉協議会、三重県雇用経
済部雇用対策課、三重県伊賀地域農業改良普及セ
ンター

当所役員と名張市議会独自課税調査特別委員会との懇談会（臨時役員会）を開催
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　去る６月２５日（木）、会館運営管理委員会（尾形雅則委員長ほか計１１名）は
滋賀県近江八幡市で視察研修会を実施しました。
　午前中はまち中にある、まちづくり会社「まっせ」で近江八幡商工会議所や

「まっせ」のまちづくりへの取組について懇談会を開催。
　近江八幡商工会議所の尾賀副会頭から歓迎のご挨拶をいただいたあと、
波多野事務局長から近江八幡市及び商工会議所の概要についてご説明い
ただきました。その後地方創生を進めるべく、市民参加の「近江八幡まち・ひ
と・しごと創生市民会議」、「近江八幡市のまちづくり事業について」の事業概
要についてご説明いただいたのち、活発な質疑応答・意見交換を行いました。
　午後からはヴォーリズ記念館を訪問。ヴォーリズはYMCAの宣教師として
来日したことがきっかけで、建築家として関西学院大学のキャンパスをはじ
め、数々の重要建築物を手掛け、ヴォーリズ合名会社（のちの近江兄弟社）の
創立者の一人として、メンソレータム（現メンターム）を広く日本に普及させた
実業家でもあるとの説明を館長から受けました。
　良いお天気に恵まれたこともあり、その後市内を散策しながら近江八幡市
をあとにしました。

共済制度キャンペーン  ご加入・ご協力ありがとうございました
　当所では、４月１５日〜６月３０日の間、アクサ生命保険(株)と共同で“共済制度キャンペーン”を実施致しました。

　キャンペーン期間中、当所職員及びアクサ生命保険推進員が訪問させていただいた際には、お忙しい中お時間をいただき誠に有難

うございました。今後も会員の皆様にとって、共済制度がよりよいものになるよう努力して参りますので、引続きご愛顧のほどよろしく

お願い申し上げます。

最高得点者は　池田　駿真 君（小学校６年生）
　日本珠算連盟・日本珠算連盟名張支部主催（名張商工会議所後援）による

「全国あんざんコンクール名張大会」が去る６月２８日（日）、１２８名の選手が
参加のもと名張産業振興センターアスピアにおいて開催されました。
　参加選手は学年別に小学校１年生以下から一般の部まで１１部門に分か
れ、競技は各部門とも、かけ暗算、わり暗算、みとり暗算の３種目を行い、あん
ざんの腕を競い合った結果、小学校６年生の部の池田駿真君が見事満点で
最高得点者賞に輝きました。
　各部門の名張１位は以下の通りです。

【名張一位】
・小学校１年生以下の部　竹島　大智　
・小学校２年生の部　　　安岡　亮晴
・小学校３年生の部　　　池田　真夢
・小学校４年生の部　　　小谷　涼太
・小学校５年生の部　　　小林　夢奈
・小学校６年生の部　　　池田　駿真
・中学校１年生の部　　　西山　　光
・中学校２年生の部　　　山本　征和
・中学校３年生の部　　　森　　立夏
・高校生の部　　　　　　加藤　大暉
・一般の部Ⅰ　　　　　　廣澤　龍典

会館運営管理委員会が視察研修を実施2015年全国あんざんコンクール名張大会を開催！


